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ひきこもり当事者の家族会「きらめきの会」で話をしてみませんか？

古代の年中行事（旧暦7月）
　　　　　七夕と相

すまいの

撲節
せち え

会

　７月７日は、天の川を隔てた織
おり

姫
ひめ

と
彦
ひこ

星
ぼし

が、年に一度だけ再会を許される
七夕です。
　古代の７月７日には七夕以外の行事
もあり、その中に相撲節会がありまし
た（後に日程は変更されます）。相撲節
会では、左右に分かれた相

すまいび と

撲人が対戦
し、足の裏以外の体の部分が地面につ
いた方が負けです。ただし、当時は土
俵がなく（左図参照）、押し出し系の決
まり手はありません。また、「申

さわりをもうす

障」
といって何らかの故障による不戦の事
例もありました。
保
ほう

元
げん

３年（1158年）の相
す ま い

撲では、１番
手の備

びんごの

後国
くに

の紀
きの

頼
より

末
すえ

が「申障」を行い、
最初の取り組みが不戦となる珍しい状
況が生じています。

教育政策課（☎４４‒９０２４）

「相撲節会庭上図」
（『諸国新撰古今相撲大全』、東京国立博物館研究情報アーカイブズに加筆
して作成）

　きらめきの会は、ひきこもり当事者とのやり取りで複
雑な胸の内を抱え込まないよう、同じ境遇や同じ立場の
当事者家族同士だからこそ、安心して受け止めてもらえ
る場を目指してスタートしました。
　現在は座談会を中心に、温かい雰囲気で活動を行って
います。
７月17日（木）19時～20時30分

※原則毎月第３木曜日
リ・フレ
情報交換などの座談会

府中市社会福祉協議会（☎４７‒１２９７）

Pick Up 注目情報

◀ 開催などの情報は
こちらから確認し
てください。

　当事者会「どっと＆どっと」も今年から活動を
開始しました。月に１、２回開催しています。
７月８日（火）14時～16時

※原則毎月第２火曜日
リ・フレ、みらくる
茶話会など

府中市の市外局番は0847です 15


